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収入保険P2-5
もしもに備える収入保険 
P6-7 建物共済
能登半島地震36億円超の支払い
P8 園芸施設共済
地震津波で2,118万円支払い 
P9 水稲共済
全相殺方式と半相殺方式



設
備
投
資
で
生
産
性
向
上 

　

脱
サ
ラ
後
、
法
人
を
設
立
し
て

10
年
が
た
ち
ま
す
。
９・７
㌶
の
水

稲
を
中
心
に
麦
や
ソ
バ
・
大
豆
の

転
作
作
物
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
収
入
確
保
の
た
め
、

７
年
前
か
ら
ド
ロ
ー
ン
で
の
防
除

作
業
の
受
託
を
し
て
い
ま
す
。 

　

労
働
力
は
自
分
１
人
な
の
で
、

水
稲
面
積
15
㌶
を
目
標
に
し
て
い

ま
す
。
農
地
集
約
に
時
間
が
か
か

り
、
経
営
計
画
は
見
込
み
通
り
に

人
気
の「
コ
ク
旨
と
ま
と
」

　

就
農
４
年
目
で
す
。
ト
マ
ト
を

主
に
、
キ
ュ
ウ
リ
や
葉
物
野
菜
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。
出
荷
先
は
、

共
選
や
直
売
所
の
ほ
か
、
直
販
も

行
っ
て
い
ま
す
。
中
玉
品
種
を「
コ

ク
旨
と
ま
と
」
と
名
付
け
、
直
販

や
マ
ル
シ
ェ
な
ど
対
面
販
売
を
中

心
に
、
当
園
の
フ
ァ
ン
獲
得
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。 

　

ト
マ
ト
は
大
玉
か
ら
ミ
ニ
ま
で

７
品
種
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
特

に
力
を
入
れ
て
い
る
「
コ
ク
旨
と

ま
と
」
は
、
う
ま
味
と
甘
み
が
強

く
、
香
り
高
い
の
が
特
徴
で
、
皮

も
薄
く
食
味
が
良
い
で
す
。
流
通

品
と
は
異
な
り
、〝
樹
熟
〟
し
た

状
態
で
提
供
す
る
事
で
他
と
差
別

進
み
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
生
産
性

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
意
識
し
、

先
行
し
て
設
備
投
資
を
し
て
き
ま

し
た
。 経

営
リ
ス
ク
を
念
頭
に 

　

複
数
作
物
を
栽
培
す
る
こ
と
、

作
業
受
託
で
副
業
的
に
収
入
を
得

る
こ
と
、
農
業
保
険
を
利
用
す
る

こ
と
な
ど
で
リ
ス
ク
対
策
を
し
て

い
ま
す
。
収
入
保
険
に
は
早
い
段

階
で
加
入
し
ま
し
た
の
で
、
コ
ロ

ナ
禍
で
米
価
が
下
落
し
た
際
、
保

化
を
図
り
、
フ
レ
ン
チ
レ
ス
ト
ラ

ン
等
に
も
卸
し
て
い
ま
す
。

年
３
作
で
途
切
れ
な
く

　
地
物
ト
マ
ト
が
減
る
７
月
末
か

ら
８
月
の
盛
夏
に
出
荷
で
き
る
よ

う
に
、
昨
年
か
ら
年
３
作
で
栽
培

を
始
め
ま
し
た
。
収
穫
期
と
定
植

期
が
重
な
り
、
作
業
の
負
担
は
大

き
い
で
す
が
、
一
人
で
作
業
を
し

て
い
る
た
め
、
収
穫
で
き
る
量
に

限
り
が
あ
り
、
作
付
け
を
ず
ら
す

こ
と
で
、
春
か
ら
冬
ま
で
途
切
れ

な
く
ト
マ
ト
を
販
売
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。 

保
険
加
入
で
不
安
軽
減

　

リ
ス
ク
管
理
と
し
て
、
収
入
保

険
に
加
入
し
、
け
が
や
病
気
な
ど

険
金
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
ま
た
、

園
芸
施
設
共
済
や
農
機
具
共
済
に

も
加
入
し
て
い
ま
す
。 

被
災
は
精
神
的
な
ダ
メ
ー
ジ
に 

　

元
日
の
地
震
で
は
、
水
田
の
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
が
損
傷
し
、
水
稲
栽

培
を
諦
め
た
耕
地
が
１・
６
㌶
あ

り
、
大
麦
栽
培
へ
転
換
し
ま
し
た
。

建
物
や
耕
地
、
給
排
水
施
設
の
復

旧
作
業
は
、
通
常
の
農
作
業
と
並

行
し
て
行
う
こ
と
が
多
く
、
疲
弊

し
て
い
ま
す
。
収
入
に
結
び
つ
か

ず
経
費
が
か
か
る
の
で
、
精
神
的

な
ダ
メ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
。

　

納
屋
も
被
災
し
、
建
物
総
合
共

済
の
共
済
金
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

保
管
し
て
い
た
農
機
具
は
無
事
で

助
か
り
ま
し
た
。 

　
今
年
産
の
収
入
は
未
知
数
な
の
で
、

収
入
保
険
を
支
え
に
、
来
年
の
作
付

け
に
向
け
て
、
希
望
を
も
っ
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

で
万
が
一
自
分
が
働
け
な
く
な
っ

た
時
に
備
え
て
い
ま
す
。
農
繁
期

は
数
日
休
む
と
収
入
が
大
幅
に
減

る
為
、
特
に
心
配
で
す
。
ま
た
、

春
作
ト
マ
ト
は
冬
に
定
植
す
る
た

め
、
大
雪
で
ガ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
が
割

れ
て
収
穫
で
き
な
い
リ
ス
ク
に
対

し
て
、
保
険
は
有
効
だ
と
考
え
ま

す
。 

　

今
後
は
、
収
量
よ
り
品
質
を
高

め
、
直
販
の
割
合
を
増
や
し
て
い

き
た
い
で
す
。「
ぶ
る
ベ
ジ
」
の

ア
カ
ウ
ン
ト
名
で
写
真
共
有
ア
プ

リ
（
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
）
に
随
時

情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
出
店

情
報
や
販
売
も
行
っ
て
い
る
の
で
、

ぜ
ひ
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

収
入
保
険
は
心
の
支
え

収
入
保
険
は
心
の
支
え

自然災害で減収 市場価格が下落災害で作付け不能けがや病気で収穫不能
●倉庫の浸水被害
●取引先の倒産
●盗難や運搬中の事故
●為替変動で大損
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自慢の「コク旨とまと」

インスタグラム 

羽咋市 堀
ほり

替
かえ

新
しん

町 
株式会社 グリーンワークス
代表取締役 松

ま つ

田
だ

　正
ただし

さん（56歳）
◆経営内容◆
　水稲 9.7haほか麦・ソバ・大豆
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
収
入
保
険
は
、
加
入
す
る
農

業
者
が
栽
培
し
販
売
す
る
農
作

物
や
、
農
産
物
の
収
入
減
少
を

補
て
ん
し
ま
す
。
自
然
災
害
や

価
格
変
動
な
ど
、
ほ
ぼ
す
べ
て

の
事
故
が
対
象
に
な
り
ま
す
。 

挑
戦
す
る
た
め
に
必
要
な
保
険

挑
戦
す
る
た
め
に
必
要
な
保
険  

収
入
保
険
を
選
ん
だ
ワ
ケ

白山市 一
いち

塚
づか

町 

中
な か

川
が わ

　智
と も

晴
は る

さん（40歳）
◆経営内容◆
　ハウス 20a



　令和元年からスタートした収
入保険は、年々加入者が増えて
います。近年は高温・豪雨など
の異常気象が常態化し、地震も
発生しました。 
　経営努力では避けられない想
定外のリスクに、収入保険加入
で備えましょう。 

特
例
で
基
準
を
補
正

　

甚
大
な
気
象
災
害
（
地
震
及
び

噴
火
を
含
む
）
を
受
け
、
農
業
収

入
が
大
き
く
減
少
し
た
場
合
に
、

被
害
年
の
収
入
金
額
を
基
準
収
入

金
額
の
８
割
ま
で
補
正
し
ま
す
。 

　

※
特
例
適
用
に
は
、
市
町
が
交
付
す

る
被
災
証
明
及
び
被
害
状
況
が
確
認
で

き
る
写
真
な
ど
が
必
要
で
す
。 

お
得
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請 

　
農
林
水
産
省
が
提
供
す
る
「
共

通
申
請
サ
ー
ビ
ス
」（
通
称/

eM
AFF

）
を
利
用
し
て
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
申
請
を
し
た
方
に
は
付
加

保
険
料
（
事
務
費
）
が
割
引
に
な

り
ま
す
。

●加入対象者は…
　青色申告をしている農業者 
●保険期間は…
　個人は1月から1年間、法人は事業年度の1年間 
●基準収入は…
　過去5年の平均販売収入と営農計画が基本 
●支払開始は…
　基準収入の9割を下回った場合 
●保険料等は…
　保険方式と積立方式の設定により負担軽減が可能

令和7年の加入申請を受付中 
新規お申し込みはお早めに

■南加賀グループ　076-239-2355　■石川中央グループ　076-239-2555　■能登グループ　  （羽咋郡市・中能登町地区）　076-239-2455　■能登グループ（七尾市・奥能登地区）　0768-76-22515 4

金
沢
市

個
人
…
上
限
６
万
円

法
人
…
上
限
10
万
円

※
令
和
６
年
度
中
の
新
規
加
入
者

の
み
、
年
度
内
に
納
入
し
た
保

険
料
の
半
額
を
限
度
と
し
、　
右

記
の
金
額
以
内
を
助
成

か
ほ
く
市

認
定
農
業
者
…
上
限
５
万
円 

非
認
定
農
業
者
…
上
限
３
万
円

※
事
務
費
と
合
せ
て
１
／
２
を

補
助

輪
島
市 

認
定
農
業
者
…
上
限
10
万
円 

非
認
定
農
業
者
…
上
限
６
万
円

※
事
務
費
と
合
せ
て
１
／
２
を

補
助 羽

咋
市 

認
定
農
業
者
…
上
限
４
万
円 

非
認
定
農
業
者
…
上
限
２
万
円

※
事
務
費
と
合
わ
せ
て
右
記
の
金

額
以
内
を
助
成

津
幡
町  

水
稲
農
家

（
５
ヘクタール
以
上
の
耕
作
者
） 

認
定
農
業
者
…
上
限
５
万
円 

非
認
定
農
業
者
…
上
限
３
万
円

※
年
度
内
に
納
入
し
た
事
務
費
と

合
わ
せ
て
右
記
の
金
額
を
限
度

と
し
て
１
／
２
以
内
を
助
成

宝
達
志
水
町

認
定
農
業
者
…
上
限
４
万
円 

非
認
定
農
業
者
…
上
限
２
万
円 

※
事
務
費
と
合
わ
せ
て
右
記
の
金

額
以
内
を
助
成

穴
水
町

加
入
１
年
目
の
補
助
額

農
業
者
負
担
の
３
／
10
以
内

加
入
２
年
目
の
補
助
額

農
業
者
負
担
の
２
／
10
以
内

加
入
３
年
目
の
補
助
額

農
業
者
負
担
の
１
／
10
以
内

※
事
務
費
と
合
わ
せ
て
10
万
円
を

限
度
と
し
て
助
成

加
賀
市

農
業
者
が
負
担
す
る
保
険
料
の

１
／
10
を
補
助

能
美
市

選
択
年
度
内
に
納
入
し
た
保
険

料
の
１
／
３
を
補
助

小
松
市

加
入
１
年
目
の
補
助
額　

 

認
定
農
業
者
…
上
限
４
万
円 

非
認
定
農
業
者
…
上
限
２
万
円

※
保
険
料
の
１
／
３
、
事
務
費
の

１
／
２
の
合
計
を
補
助

加
入
２
年
目
の
補
助
額　

 

認
定
農
業
者
…上

限
３
万
７
千
円 

非
認
定
農
業
者
…上限

１
万
８
千
円

※
保
険
料
の
１
／
４
、
事
務
費
の

１
／
３
の
合
計
を
補
助

加
入
３
年
目
の
補
助
額　

 

認
定
農
業
者
…上

限
３
万
５
千
円 

非
認
定
農
業
者
…上限

１
万
７
千
円

※
保
険
料
の
１
／
６
、
事
務
費
の

１
／
６
の
合
計
を
補
助

　
県
内
の
７
市
３
町
に
お
い
て
、
令
和
６
年
４
月
か
ら
令
和
７
年
３
月
に
収

入
保
険
へ
新
規
・
継
続
加
入
さ
れ
た
農
業
者
の
方
に
、
保
険
料
等
の
一
部
が

補
助
（
助
成
）
さ
れ
ま
す
。 

過去５年間の収入金額
当年の

基準収入金額

補正後
960万円

基
準
収
入
の
８
割
ま
で
補
正

補正後

収　入
1000万円

収　入
1000万円

収　入
1000万円

収　入
1000万円

補正前
850万円

収　入
250万円

R2年 R3年 R4年 R5年 R6年 R7年

災害

・令和 2～3 年は、新型コロナ感染
症の影響による価格や販売量の低
下、日照不足等による減収

・令和 4～5 年は高温の影響で品質
の低下により販売収入が減少

市
町
か
ら
の
補
助
が
あ
り
ま
す



継
続
加
入
で
き
な
い
建
物 

●
全
壊
し
た
建
物 

●
空
き
家
ま
た
は
維
持
管
理
が
な

さ
れ
な
い
建
物

支
払
い
対
象
と
な
っ
た
建
物
は 

●
全
損
認
定
を
受
け
た
建
物
は
、

損
害
が
発
生
し
た
時
点
で
共
済

関
係
は
消
滅
し
ま
す 

●
新
た
に
総
合
共
済
に
ご
加
入
を

希
望
さ
れ
る
場
合
、
事
前
に
該

当
物
件
の
状
況
確
認
調
査
を
実

施
し
、
引
受
の
可
否
を
判
定
し

ま
す

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■南加賀グループ　076-239-2355　■石川中央グループ　076-239-2555　■能登グループ　  （羽咋郡市・中能登町地区）　076-239-2455　■能登グループ（七尾市・奥能登地区）　0768-76-22517 6

自然災害

  1棟あたり（家具類含む）
  4,000万円まで加入できます

＋＋
プラス

風水害

火災共済の支払対象事故

◦火災
◦落雷
◦破裂・爆発
◦外部からの　　　　　
　物体の落下・衝突　
◦給排水設備の　　　　
　事故による水濡れ
◦盗難によるき損・汚損
◦騒乱に伴う破壊

雪害

土砂崩れ

地震・噴火・津波

建 物 共 済能登半島地震 被災による支払状況

火災から自然災害まで補償する総合共済

総合共済で支払い対象となる事故

7 6

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
発
災
後
、
災

害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
損
害
調
査

体
制
の
整
備
を
図
り
ま
し
た
。
の
と

里
山
海
道
の
寸
断
や
職
員
の
被
災
に

よ
り
損
害
調
査
が
難
航
す
る
中
、
全

職
員
が
協
力
し
効
率
的
に
業
務
を
遂

行
し
ま
し
た
。 

　

こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
り
、
建
物

総
合
共
済
加
入
者
に
対
し
２
、０
２
４

件
で
、
36
億
円
を
超
え
る
共
済
金
を

支
払
い
ま
し
た
。

1 月 2 日
　●本所（本館・別館）で被害申告の対応を開始 
1 月 4 日 
　●加賀方面より損害調査を開始
　●総合共済の新規引受の制限  
1 月 15 日
　●奥能登支所の業務再開 
1 月 18 日
　●理事会にて特例措置を議決（共済掛金等の払込

　期限等の延長） 
　●能登地域の建物共済掛金徴収業務を停止 
2 月 15 日
　●地震被害にかかる建物共済金の支払開始 
6 月 1 日
　●県内全域で総合共済の新規加入の制限解除 
6 月 12 日
　●能登地域の掛金徴収業務を順次再開 
8 月 31 日
　●特例措置による共済掛金等の払込期限等の延長

　の終了

発災後の主な流れ

地　域 支払件数（件） 支払共済金（円）
加　賀 457 346,733,930
能　登 1,567 3,311,868,780
合　計 2,024 3,658,602,710

令和 6 年 9 月 5 日現在

■令和 6 年能登半島地震による
　建物総合共済の支払状況

 
継
続
加
入
の
留
意
点

新
規
加
入
の
留
意
点

加入共済
金額の
50％を

支払限度
　地震・噴火・津波
による損害は、
●建物は 5％以上の
　損害を受けたとき 
●家具類（農機具）　
　は 70％以上の損害
　を受けたとき

支
払
共
済
金
は
36
億
５
、８
６
０
万
円 

ＮＯＳＡＩでは、被災地域の一日も早い復旧・復興のお役に立てるよう、ＮＯＳＡＩでは、被災地域の一日も早い復旧・復興のお役に立てるよう、
総力をあげて取り組んでまいります。 総力をあげて取り組んでまいります。 



職
員
の
す
す
め
で
加
入

　
夫
婦
で
約
15
㌶
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

売
上
の
多
く
を
占
め
る
の
は
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
で
、
春
、
秋
、
越
冬
と
年
３
作
の

栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
26

年
に
Ｕ
タ
ー
ン
就
農
し
、
今
年
で
10
年

目
で
す
。 

　

園
芸
施
設
共
済
に
は
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職

員
に
す
す
め
ら
れ
て
加
入
し
ま
し
た
。

掛
金
が
年
間
１
万
円
程
度
で
、
手
軽
に

ハ
ウ
ス
の
補
償
を
得
ら
れ
る
点
が
魅
力

で
し
た
。 

被
害
発
生
時
は
ス
ム
ー
ズ
な
対
応 

　

昨
年
末
、
加
賀
地
方
で
は
、
湿
っ
た

雪
が
ま
た
た
く
間
に
降
り
積
も
り
ま
し

た
。
水
分
を
多
く
含
む
雪
の
重
さ
で
ハ

ウ
ス
は
倒
壊
し
、
共
済
金
を
受
け
取
り

ま
し
た
。
再
建
が
早
く
進
み
、
春
作
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
の
作
業
に
間
に
合
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
、
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
復

旧
費
用
特
約
を
付
加
し
て
い
た
の
で
、

ハ
ウ
ス
の
再
建
後
に
は
復
旧
費
用
共
済

金
も
支
払
わ
れ
ま
し
た
。
手
続
き
は
復

旧
計
画
や
見
積
書
の
提
出
の
み
で
、
ス

ム
ー
ズ
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。 

ハ
ウ
ス
再
建
の
費
用
に

　

近
年
の
資
材
高
騰
等
に
よ
り
、
ハ
ウ

ス
の
建
設
費
用
は
高
額
で
す
。
共
済
に

加
入
し
て
な
け
れ
ば
全
額
自
己
負
担
と

な
っ
て
い
た
の
で
助
か
り
ま
し
た
。
再

建
時
に
は
、
風
雪
害
を
意
識
し
、
パ
イ

プ
径
を
太
く
し
、
筋
交
い
を
し
っ
か
り

入
れ
る
な
ど
対
策
し
て
い
ま
す
。
収
入

保
険
に
も
加
入
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

農
業
保
険
加
入
で
リ
ス
ク
を
分
散
さ
せ

な
が
ら
、
ハ
ウ
ス
の
棟
数
を
増
や
し
、

育
苗
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す
。

◆
経
営
内
容
水
稲
１・７
㌶
、
麦
、
大
豆
、

　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
▽
計
15
㌶

　令和６年能登半島地震によって県内の園芸施設
に甚大な被害が発生しました。 
　１月９日、金沢市より損害調査を開始しました。
奥能登地区では１月 30 日から地震および津波に
よる損害調査を進めてきました。 
　9 月 5 日現在、26 戸 66 棟 2,118 万円余りの
共済金を支払いました。 

■南加賀グループ　076-239-2355　■石川中央グループ　076-239-2555　■能登グループ　  （羽咋郡市・中能登町地区）　076-239-2455　■能登グループ（七尾市・奥能登地区）　0768-76-225199 8

加賀市栄
さかえ

谷
だ に

町

河
こ う

野
の

　涼
りょう

司
じ

さん（49歳）

水 稲 共 済 全
ぜん

相
そう

殺
さい

方式と半
はん

相
そう

殺
さい

方式の違い 施芸園 設 共 済予測不能の災害に備えて

「風雪害を意識して再建した」と話す河野さん

共
済
加
入
や
被
害
申

告
は
気
軽
に
職
員
に

相
談 

8

地　域 支払件数（棟） 支払共済金（円）
加　賀 17 3,816,680  
能　登 49 17,369,527
合　計 66 21,186,207

■令和6年能登半島地震による
　園芸施設共済の支払状況（地震・津波）

令和 6 年 9 月 5 日現在

能登半島地震
共済金2,118万円支払い

加入者の声
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津
幡
町
上
大
田
に
あ
る
河
合
谷

の
郷
即
売
所
で
は
、
地
元
産
の
農

産
物
や
加
工
品
を
販
売
し
て
い

る
。 

　
町
の
中
心
部
か
ら
車
で
約
20
分

か
か
る
山
あ
い
に
位
置
し
、
河
合

谷
地
区
の
６
集
落
か
ら
50
人
の
生

産
者
が
商
品
を
提
供
し
て
い
る
。

オ
ー
プ
ン
以
来
14
年
間
、
安
定
し

た
人
気
で
、
日
曜
日
に
は
開
店
前

か
ら
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
盛
況

ぶ
り
だ
。 

珠
洲
市
唐
笠
町
の
松
田
牧
場
株

式
会
社
の
松
田
徹
郎
代
表
は
、
能

登
半
島
地
震
で
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
。
同
牧
場
で
は
、
乳
牛
と
黒

毛
和
牛
あ
わ
せ
て
現
在
約
１
３
０

頭
を
飼
育
す
る
。
牛
舎
の
倒
壊
や

停
電
、
長
引
く
断
水
、
従
業
員
の

退
職
な
ど
、
困
難
な
問
題
が
続
く

中
、
経
営
の
維
持
に
努
め
、
復

旧
・
復
興
に
向
け
て
動
き
始
め
て

い
る
。 

地
震
に
よ
る
甚
大
な
被
害

能
登
半
島
の
先
端
に
あ
る
同
牧

場
は
震
源
地
か
ら
わ
ず
か
数
キロ
の

山間地に活気
和気あいあいで
長続き

酪農業の存続の危機
再起かけて牛舎再建へ 

津幡町上
か み

大
お お

田
た

河
か

合
わい

谷
だに

の郷
さと

即売所 

珠洲市唐
か ら

笠
か さ

町 
松田牧場 

松
まつ

田
だ

　徹
てつ

郎
ろう

さん（35歳）

み
ん
な
の
生
き
が
い
に

　
並
ん
で
い
る
野
菜
は
農
家
の
家

庭
用
の
畑
で
採
れ
た
も
の
が
多
く
、

安
価
で
提
供
さ
れ
て
い
る
。
惣
菜

で
は
、
卵
を
寒
天
で
固
め
た
「
え

び
す
」
や
黒
豆
の
お
こ
わ
「
み
た

ま
」
な
ど
、
郷
土
料
理
の
素
朴
な

味
わ
い
が
好
評
だ
。 

　
即
売
所
の
運
営
は
、
17
人
の
ス

タ
ッ
フ
が
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
あ

た
り
、
商
品
開
発
や
価
格
な
ど
月

に
一
度
の
会
議
を
通
し
て
、
情
報

を
共
有
す
る
。 

　
６
㌶
を
耕
作
す
る
水
稲
農
家
で
、

販
売
用
と
加
工
用
の
米
を
提
供
し

て
い
る
代
表
の
高
山
國
雄
さ
ん

（
80
）
は
、「
高
齢
者
ス
タ
ッ
フ
ば

か
り
だ
が
、
み
ん
な
の
生
き
が
い

に
な
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

　
加
工
責
任
者
の
大
沢
鈴
子
さ
ん

は
、「
家
庭
の
味
を
持
ち
寄
っ
て

位
置
に
あ
る
。
４
棟
あ
る
う
ち
の

２
棟
の
牛
舎
、
堆
肥
舎
、
農
機
具

格
納
庫
、
敷
地
内
に
あ
っ
た
自
宅

が
全
壊
と
な
っ
た
。
発
災
直
後
は
、

松
田
代
表
と
従
業
員
は
コ
ン
テ
ナ

や
車
中
に
寝
泊
ま
り
し
、
手
作
業

で
搾
乳
や
給
餌
・
給
水
を
し
て
、

懸
命
に
牛
の
命
を
守
っ
た
。 

搾
乳
し
て
も
出
荷
で
き
な
い
日
々

断
水
が
続
き
、
１
日
６
トン
の
湧

き
水
を
３
時
間
か
け
て
運
搬
す
る

こ
と
が
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い

た
。
湧
き
水
で
の
機
器
洗
浄
で
は

出
荷
で
き
ず
収
入
は
激
減
。
し
か

し
、
乳
房
炎
防
止
の
た
め
搾
乳
は

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

そ
の
後
停
電
が
解
消
し
、
関
係

機
関
の
協
力
で
浄
水
を
調
達
で
き

た
た
め
、
２
月
12
日
に
生
乳
の
出

荷
が
可
能
に
な
っ
た
。
飲
水
不
足

レ
シ
ピ
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
よ
く
て
楽
し

い
」
と
話
し
、
で
き
た
て
の
惣
菜

を
手
際
よ
く
並
べ
て
い
く
。

〝
ら
し
さ
〟
を
大
切
に 

　

即
売
所
は
、「
滝
の
谷
霊
水
」

の
前
に
あ
る
。
遠
方
か
ら
も
多
く

の
人
が
水
汲
み
に
訪
れ
る
た
め
、

家
庭
で
余
っ
た
農
産
物
や
加
工
品

を
販
売
し
よ
う
と
テ
ン
ト
を
建
て

た
の
が
前
身
だ
。
買
い
物
客
が
増

え
、
加
工
販
売
へ
の
機
運
が
高
ま

り
、
加
工
場
や
ト
イ
レ
、
駐
車
場

を
完
備
し
た
販
売
所
を
建
設
す
る

に
至
っ
た
。 

　

高
山
代
表
は
、「
テ
ン
ト
で
の

販
売
か
ら
29
年
。
当
時
は
農
産
物

直
売
所
の
先
駆
け
だ
っ
た
。
こ
れ

か
ら
も
河
合
谷
ら
し
さ
を
大
切
に

し
て
運
営
の
維
持
に
努
め
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

長続きの秘けつはチームワーク「広大で牧歌的な景色は人を癒してくれます」と話す松田代表

と
十
分
な
給
餌
が
で
き
な
か
っ
た

た
め
、
搾
乳
量
が
一
時
は
昨
年
の

３
割
以
下
だ
っ
た
が
、
７
月
ま
で

に
７
割
程
度
に
回
復
。
こ
の
影
響

は
来
年
末
ま
で
続
く
見
込
み
だ
。 

再
建
目
指
し
て
奮
闘 

５
人
い
た
従
業
員
の
う
ち
３
人

は
、
遠
方
へ
２
次
避
難
し
、
や
む

な
く
退
職
し
た
。
依
然
、
避
難
生

活
が
続
く
奥
能
登
地
域
で
の
人
材

確
保
は
極
め
て
難
し
い
。
残
っ
た

従
業
員
２
人
と
と
も
に
懸
命
に
事

業
の
維
持
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

松
田
牧
場
で
は
、
牛
舎
と
付
帯

設
備
の
再
建
に
か
か
る
費
用
と
し

て
、
国
や
県
か
ら
の
復
興
支
援
を

受
け
て
も
、
自
己
資
金
の
負
担
は

６
千
万
円
を
超
え
る
と
試
算
し
て

い
る
。
そ
の
一
部
は
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
調
達
し
た
。

「
未
来
に
つ
な
が
る
酪
農
業
を
目

指
し
た
い
。
誰
も
が
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る
牧
場
に
し
た
い
」
と
再
起

を
目
指
す
。

売れ筋は手作りの惣菜 

傾いた牛舎のコンクリートの床
には大きな亀裂が走る

筋交いに木材を打ち付け応急的措置をした牛舎

「河合谷ならではの品
ぞろえ」と高山代表

できたての惣菜を並べる
大沢さん
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「
昔
か
ら
医
者
い
ら
ず
と
言
わ
れ
、
私
自
身
、
ア
ロ
エ
を
食

べ
る
よ
う
に
な
っ
て
体
調
が
よ
く
な
っ
た
」
と
話
す
の
は
福
島

恵
子
さ
ん
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
３
棟
で
食
用
ア
ロ
エ
の
「
ア
ロ

エ
ベ
ラ
」
を
栽
培
し
、
白
山
市
内
の
直
売
所
で
通
年
販
売
し
て

い
る
。 

　
乾
燥
地
域
を
原
産
と
す
る
ア
ロ
エ
ベ
ラ
は
保
水
性
が
高
く
、

土
中
の
限
ら
れ
た
水
分
・
養
分
を
体
内
に
蓄
え
る
た
め
、
ビ
タ

ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富
。
大
き
い
も
の
は
葉
１
枚
80
㌢
、１・

５
キロ
に
も
な
る
。
肉
厚
で
歯
ご
た
え
が
あ
り
な
が
ら
も
、
ト
ロ

ト
ロ
な
食
感
が
特
徴
だ
。 

　
福
島
さ
ん
は
、
化
学
肥
料
は
使
わ
ず
、
年
２
回
牛
ふ
ん
を
施

肥
、
農
薬
は
不
使
用
で
栽
培
す
る
。
寒
さ
に
弱
く
、
雪
に
少
し

で
も
当
た
る
と
根
腐
れ
を
起
こ
す
た
め
、
北
陸
で
の
栽
培
に
は

ハ
ウ
ス
は
必
須
。
太
陽
光
の
影
響
を
受
け
や
す
い
た
め
、
天
候

に
よ
り
ハ
ウ
ス
の
ビ
ニ
ー
ル
の
上
げ
下
ろ
し
が
必
要
と
な
る
。 

　
「
手
間
は
か
か
る
が
、
ア
ロ
エ
ベ
ラ
の
素
晴
ら
し
さ
を
も
っ

と
広
め
た
い
。
一
緒
に
栽
培
を
し
て
く
れ
る
若
い
人
を
募
集
中

で
す
」
と
笑
顔
で
話
す
。

　
「
消
費
者
に
安
全
な
も
の
を
届
け
た
い
」
と
話
す
の
は
株
式

会
社
リ
ー
フ
フ
ァ
ー
ム
加
賀
の
代
表
の
西
山
匡
亮
さ
ん
。
弟
の

中
田
徹
さ
ん
と
と
も
に
水
稲
と
野
菜
、
ナ
シ
の
複
合
経
営
に
取

り
組
ん
で
い
る
。 

　
元
々
、
西
山
さ
ん
が
米
や
野
菜
、
中
田
さ
ん
は
ナ
シ
を
栽
培
。

そ
れ
ぞ
れ
が
栽
培
面
積
を
拡
大
し
て
い
く
中
、
従
業
員
の
雇
用

や
生
産
物
の
品
質
向
上
を
考
え
、
令
和
３
年
３
月
に
二
人
で
協

力
し
法
人
化
す
る
こ
と
を
決
め
た
。 

　
ナ
シ
の
産
地
で
あ
る
同
地
域
で
、
若
い
人
材
が
地
元
に
根
差

し
、
営
農
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
、
収
益
性
の
高
い
販
売
戦

略
を
模
索
す
る
。
有
機
肥
料
栽
培
の
も
の
を
直
売
す
る
ほ
か
、

近
隣
の
複
数
の
農
家
と
と
も
に
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
な
ど
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
台
湾
な
ど
へ
の
輸
出
に
挑
戦
し
て
い
る
。 

　
二
人
は
、「
県
内
に
と
ど
ま
ら
ず
日
本
農
業
の
ロ
ー
ル
モ
デ

ル
を
目
指
し
た
い
。
今
後
も
地
域
農
業
の
発
展
と
人
材
育
成
に

力
を
注
い
で
い
き
た
い
」
と
意
気
込
む
。 
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「
自
然
の
中
で
作
業
す
る
こ
と

が
楽
し
い
」
と
話
す
羽
咋
市
鹿

島
路
町
の
合
同
会
社
み
つ
ば
ち

フ
ァ
ー
ム
眉
丈（
三
宅
好
江
代
表
）

の
会
長
兼
生
産
責
任
者
の
三
宅
正

範
さ
ん
。
金
属
加
工
業
を
営
む
傍

ら
養
蜂
に
取
り
組
み
、
町
内
の
り

ん
ご
園
な
ど
で
養
蜂
箱
を
置
き
な

が
ら
、
蜂
蜜
を
生
産
し
て
い
る
。

10
年
前
に
巣
箱
作
り
体
験
に
参
加

し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
１
群

か
ら
始
め
た
養
蜂
は
現
在
は
、
15

群
に
な
っ
た
。 

管
理
に
細
心
の
注
意 

　
ミ
ツ
バ
チ
は
温
度
や
湿
度
の
変

蜂蜜の生産
農地保全にも貢献
羽咋市鹿

か

島
し ま

路
じ

町
合同会社みつばちファーム眉

び

丈
じょう

三
み

宅
やけ

　正
まさ

範
のり

さん（68歳）

化
に
弱
い
。
三
宅
さ
ん
方
で
は
、

冬
に
は
籾
殻
を
被
せ
防
寒
し
た
り
、

夏
に
は
養
蜂
箱
の
周
囲
に
日
陰
を

作
っ
た
り
と
、
管
理
に
は
細
心
の

注
意
を
は
ら
う
。
外
敵
が
多
い
た

め
、
獣
害
対
策
と
し
て
電
気
柵
を

設
置
し
て
い
る
。 

　
養
蜂
箱
を
管
理
す
る
周
辺
の
畑

に
は
開
花
期
の
異
な
る
さ
ま
ざ
ま

な
植
物
を
植
え
て
い
る
。
耕
作
放

棄
地
を
借
り
受
け
、
ヘ
ア
リ
ー

ベ
ッ
チ
を
栽
培
し
採
蜜
後
に
す
き

こ
ん
だ
り
、
景
観
保
全
を
兼
ね
て

菜
の
花
を
植
え
た
り
と
、
地
域
の

農
地
保
全
に
も
寄
与
し
て
い
る
。 

　
ミ
ツ
バ
チ
は
受
粉
作
業
の
助
け

と
な
る
こ
と
か
ら
、「
着
果
が
よ

く
な
っ
た
」
と
地
元
の
リ
ン
ゴ
農

家
か
ら
も
歓
迎
さ
れ
て
い
る
。 

こ
れ
か
ら
も
挑
戦
し
た
い 

　

生
産
し
た
蜂
蜜
は
、
リ
ン
ゴ
、

ア
カ
シ
ア
、
フ
ジ
の
短
花
蜜
と
、

季
節
の
花
か
ら
採
蜜
し
た
百
花
蜜

が
あ
り
、
自
身
で
瓶
詰
し
て
地
元

の
道
の
駅
や
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ

プ
で
販
売
し
て
い
る
。 

　

三
宅
さ
ん
は
、「
試
行
錯
誤
の

連
続
で
す
。
今
は
ソ
バ
の
花
の
蜂

蜜
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
今
後
さ

ら
に
生
産
量
を
増
や
し
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

養蜂箱を確認する三宅さん

「兄弟力を合わせて頑張りたい」と話す
西山代表（右）と中田さん

特産のナシ 輸出で収益性アップ 
加賀市直

そ そ り

下町　 （株）リーフファーム加賀

西
にし

山
やま

　匡
くに

亮
あき

さん（35歳）

中
なか

田
た

　徹
とおる

さん（32歳）

アロエのすばらしさ広めたい
白山市四

よ

ツ
つ

屋
や

町 福
ふく

島
しま

　恵
けい

子
こ

さん（72歳）

アロエベラの手入れをする福島さん
道の駅「のと千里浜」で販売中

1 群で 10 ～ 20Kg の蜂蜜が採取
できる

非加熱でつくった
蜂蜜本来の味です

食べてみてください



経営
内容

■南加賀グループ　076-239-2355　■石川中央グループ　076-239-2555　■能登グループ　  （羽咋郡市・中能登町地区）　076-239-2455　■能登グループ（七尾市・奥能登地区）　0768-76-225115 14

お
便
り
コ
ー
ナ
ー

　　  獣医師募集  　　

ニ
ー
ズ
調
査
実
施
中  　

　

共
済
対
象
品
目
の
う
ち
、
現
在

石
川
県
で
実
施
さ
れ
て
い
な
い
品

目
に
つ
い
て
、
希
望
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
組
合
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 

　

今
、
孫
が
高
校
生
で
、
獣

医
師
に
な
ろ
う
と
頑
張
っ
て

い
ま
す
。 （

金
沢
市　
Ｙ
さ
ん 

）

　

地
震
被
害
の
申
請
の
時
、

親
切
・
丁
寧
に
対
応
し
て
く

だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 （

金
沢
市　
Ｋ
さ
ん 

）

　
営
農
生
産
組
合
長
と
し
て

12
～
13
年
間
、
役
を
引
き
受

け
て
お
り
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

「
虹
」
を
読
ん
で
県
内
の
農

業
情
勢
を
確
認
し
て
お
り
ま

す
。

（
白
山
市　
Ｔ
さ
ん
）

皆
さ
ん
か
ら
の
声
募
集
し
ま
す

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
や
広
報
紙
へ

の
ご
意
見
、
身
近
な
話
題
や

農
業
に
つ
い
て
思
う
こ
と
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
声
は
お
便
り

コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

掛
金
納
入
は
口
座
振
替
で

　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
沿
っ
た

対
策
及
び
組
合
員
の
利
便
性
向
上

を
図
る
観
点
か
ら
、
集
金
業
務
を

原
則
廃
止
し
ま
す
。
お
早
め
に
口

座
振
替
依
頼
書
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

地域農業を支える仕事です 
新しい仲間を

お待ちしています 

〈勤務内容〉 
農業保険法に基づく一般業務および
家畜診療に係る業務 

〈採用条件〉 
●大学卒業または卒業見込者で獣医
　師資格取得者または取得される方
　（昭和56年4月2日以降に生まれ
　た方） 
●普通自動車運転免許取得者または
　採用までに取得される方 

〈待遇〉 
●初任給　２２１，６００円（大学卒）
　（獣医師資格取得者） 
●獣医師手当　５０，０００円／月 

〈試験予定〉 
●日時／随時 
●会場／同組合 本所 
●内容／筆記（作文）・面接 

ま
ず
組
合
ま
で
ご
連
絡
を

 

共
済
事
故
発
生
時
　
　
　
　

　

職
員
が
事
故
の
現
地
確
認
を
し

ま
す
。
連
絡
が
遅
れ
る
と
事
故
の

原
因
が
特
定
で
き
な
く
な
り
、
共

済
金
を
お
支
払
い
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。 

 

加
入
内
容
変
更
時
　
　
　
　

○
農
機
具
の
買
い
替
え

○
園
芸
用
ハ
ウ
ス
の
被
覆
期
間
の

　
変
更

○
建
物
の
建
て
替
え

○
加
入
名
義
の
変
更

　

加
入
内
容
の
変
更
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
早
め
に
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
農
作
物
共
済
、
果
樹
共
済
及
び
畑
作
物
共
済
事
業
の
健
全
な
運
営
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
損
害
防
止

に
要
す
る
対
象
機
器
を
購
入
し
た
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
提
出
の
お
願
い

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
・
損
害
評
価
会

委
員
の
皆
さ
ん
へ

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
・
損
害
評
価

会
委
員
の
皆
さ
ん
へ
の
報
酬
等
支

払
い
に
か
か
る
書
類
作
成
の
際

に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
と
な

り
ま
す
。 

　

該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
書
留
郵

便
で
必
要
書
類
の
提
出
を
依
頼
し

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

＊
組
合
か
ら
聞
き
取
り
の
電
話
を

か
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

損
害
防
止
事
業 

機
器
購
入
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

農
業
共
済
新
聞 

購
読
し
て
み
ま
せ
ん
か 　
　
　
　

大
豆
共
済 

す
き
こ
み
前
に
ご
連
絡
を　
　
　
　
　
　

令和７年
１月20日

締切

 

口
座
振
替
依
頼
書
提
出
の
留
意
点  

・
掛
金
等
納
入
期
限
の
お
お
む
ね
２
カ

月
前
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

・
届
出
印
、
口
座
名
義
フ
リ
ガ
ナ
の
間

違
い
は
な
い
か
ご
確
認
く
だ
さ
い

・
Ｊ
Ａ
口
座
と
そ
の
他
の
金
融
機
関
で

は
振
替
依
頼
書
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

農
業
共
済
新
聞
は
、
週
１
回
発

行
「
農
家
に
学
び
、
農
家
に
返
す
」

を
基
本
方
針
と
し
て
、
営
農
か
ら

暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
、
地
域
の

話
題
ま
で
、
幅
広
く
提
供
し
て
い

ま
す
。
２
カ
月
間
の
試
し
読
み

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
購
読
く

だ
さ
い
。 

　

年
間
購
読
料
は
５
，
５
２
０
円

で
す
。

　

大
豆
共
済
の
損
害
評
価
が
10
月

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
被
害
申
告
を

し
た
場
合
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
損

●
購
読
を
ご
希
望
の
方
は
本
所
企
画

　
広
報
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い 

T
E
L 
０
７
６-

２
３
９-

３
１
１
１ 

害
評
価
が
終
わ
る
ま
で
、
す
き
こ

み
や
収
穫
を
し
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。  

詳しい募集要項はコチラ 



Ｕ
タ
ー
ン
で
ナ
シ
農
家
に

　

学
生
時
代
は
野
球
一
筋
だ
っ
た
た
め
社
会
経

験
を
積
み
た
い
と
考
え
、
農
業
に
も
役
立
つ
知

識
が
得
ら
れ
る
食
品
商
社
に
就
職
し
ま
し
た
。

生
産
や
営
業
の
仕
事
に
携
わ
り
、
食
品
が
流
通

す
る
ま
で
の
流
れ
を
勉
強
し
ま
し
た
。 

　

今
年
か
ら
地
元
に
Ｕ
タ
ー
ン
就
農
し
、
父
に

教
わ
り
な
が
ら
ナ
シ
作
り
を
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
一
つ
の
知
識
に
凝
り
固
ま
る
こ
と
な
く
、

柔
軟
な
考
え
を
持
っ
て
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
ナ

シ
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。 

ド
ロ
ー
ン
防
除
の
リ
ー
ダ
ー

　

㈱
ゆ
め
う
ら
ら
に
就
職
し
て
６
年
目
に
な
り

ま
す
。
水
稲
主
体
で
、
特
に
酒
米
の
生
産
を
中

心
に
取
り
組
む
農
業
法
人
で
す
。 

　

４
年
前
に
導
入
し
た
ド
ロ
ー
ン
で
の
防
除
作

業
の
責
任
者
と
し
て
毎
年
水
田
約
２
０
０
㌶
の

フ
ラ
イ
ト
を
し
て
い
ま
す
。 

　

効
率
の
良
い
防
除
作
業
を
実
現
す
る
為
に
は

事
前
計
画
が
極
め
て
重
要
で
す
。チ
ー
ム
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
計
画
が
達
成
で
き
た
時
や
評
価
さ

れ
た
時
は
大
き
な
満
足
感
が
得
ら
れ
、
仕
事
に

対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
り
ま
す
。

加賀市

奥
おく

村
むら

　昂
こう

紀
き

さん（27歳）

志賀町

山
やま

澤
ざわ

　宏
こう

太
た

さん（23歳）
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